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神奈川県立総合教育センター研究集録 31:73～76.2012 

 

若手教員育成のための検討プロジェクト（報告） 

－ 「めざすべき教職員像」の実現を目標とする若手教員の育成について － 

 

総合教育センター若手教員育成のための検討プロジェクトチーム 

初任者研修対象者が、1,000人を超える状況が今後も続くことを踏まえ、将来学校教育の中核となる教員の育

成を迅速かつ集中的に行う必要がある。そのため、「めざすべき教職員像」の実現を目標とする若手教員の育

成を目的として、プロジェクトチームによる検討を行い、平成24年度から実施することとした。 

 

はじめに 

 

県内の各学校においては教職員の大量退職・大量採

用が本格化し、初任者研修対象者数が 1,000 人を超え

る状況が今後 10 年間程度続くことが見込まれている。

（第１図）そのような中、多様化する教育課題に的確

に対応できる教員を育成するため、総合教育センター

が実施する基本研修（初任者から 25年経験者まで）や

各学校で行われる人材育成について、改めて点検し再

構築することが必要である。特に、経験の浅い若手教

員の育成については、平成 19年 10月に策定された「教

職員人材確保・育成基本計画」の「めざすべき教職員

像」の実現に向けて、これまでの取組みの状況や課題

等を検証し、より効果の高い育成の手立てを構築して

いくことが求められる。また、近年採用される教員に

ついて、実践的指導力やコミュニケーション力、チー

ムで対応する力など教員としての基礎的な力が十分に

身に付いていないことや、学級経営や人間関係等に悩

む初任者が尐なからずいるといった指摘があることも

踏まえ、総合教育センターにおいて平成 22年度にプロ

ジェクトチームを立ち上げ、これまで検討を行ってき

た。 

 
第１図 平成 23年度神奈川県年代別教職員数（政令市

は除く） 

今回、平成 22 年度から２年間にわたるプロジェクト

チームにおける検討結果と、それに基づき平成 24年度

より実施予定の改善策について報告としてまとめた。 

プロジェクトの目的 

 

若手教員育成のための方策を検討するにあたって、

まず次に示す五つの方針を立てて、総合教育センター

としての具体的な取組みについて検討をすることとし

た。 

(1) 採用から３年間を通して、授業力やコミュニケ

ーション力、チームとして対応する力などの育成

を重視した研修を行う。 

(2) 学ぶ意欲を持ち続ける教員の育成を目指し、自

ら取り組む主体的なキャリア開発を支援する。 

(3) 職場での人材育成を充実し、同僚との協働やチ

ームとしての意識を醸成するため、校内ＯＪＴの

活性化を図る。 

(4) 総合教育センターの研修では、学び合いや仲間

づくりをサポートするとともに、相談しやすい仕

組みをつくる。 

(5) 若手教員の育成にあたっては、学校と教育委員

会や総合教育センターなどが一体となって取り

組む。 

これらの方針に基づき、主に次の３点について具体

案の検討を行い、総合教育センターの取組みの充実や

各学校における人材育成の取組みの充実に資するため

実効性のある改善策を企画立案するとともに、平成 24

年度からの実施につなげることを本プロジェクトの目

的とした。 

・基本研修～ファーストキャリアステージ～の見直し 

・各学校における人材育成 

・主体的に取り組む教員研修 

 

プロジェクトの内容 

 

１ 平成 22年度の取組み 

平成 22 年 10 月にプロジェクトチームを立ち上げ、

平成 22年度は、全９回の会議を開催した。（第１表）

はじめに、ほかの自治体等の初任者研修の実施状況や

若手教員を支援する取組みについて調査を行い、これ

を受けて、「ファーストキャリアステージで実施する

研修の見直し」、「採用２年目の教員に対する学校訪
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問支援」、「若手教員チームサポートの導入」の三つ

のテーマを設け、テーマごとにプロジェクトチームの

メンバーを担当として具体的な取組みについて検討を

重ねることとした。（第２表） 

第１表 平成 22年度プロジェクト会議 

回 月日 主な内容 

１ 10月28日 他自治体の初任者研修等の実施状

況についての調査報告 

２ 11月19日 若手教員育成に係る課題と総合教

育センターの方向性 

３ 11月26日 ・基本研修の見直しについて 

・学校訪問支援について 

・若手教員チームサポートプログ 

ラムの導入について 

４ 12月10日 

５ 12月15日 総合教育センターの考え方の方向

性について 

６ １月19日 ・基本研修の見直しについて 

・学校訪問支援について 

・若手教員チームサポートプログ 

ラムの導入について 

７ １月27日 基本研修の見直しについて 

８ ２月10日 若手教員育成に係る取組み方針に

ついて ９ ２月22日 

 

第２表 具体的な検討事項 

①基本研修（ファーストキャリアステージ）の見直し

（日数・内容の精選・充実） 

②１年経験者（２年目）研修の新設（①との連動） 

③教育指導専門員による学校訪問支援（県立学校） 

④指導主事によるチームサポートの実施（県立学校） 

⑤キャリアステージにおける身に付けさせたい力（行

動指標）の明確化 

⑥基本研修及び自己研鑽（選択研修）の内容充実 

（参加体験型の重視など） 

⑦自己の研修計画や履歴等把握できるツールの開発 

⑧職場内外で主体的に取り組む研修の位置付けを明確

化 

⑨校内サポートチーム（メンターチーム）の設置 

⑩校内研究授業の必修化（ファーストキャリア） 

（①との連動） 

⑪教育交流ミーティング（カリセン学びの広場）、プ

チ講座、実践相談会の充実 

⑫メンタルヘルスケアの充実 

⑬「神奈川若手教員（チーム）サポートプログラム」

の構築 

まず、ファーストキャリアステージ研修の見直しに

ついては、若手教員の育成期間を採用から３年間とし、

採用２年目の教員に対する研修を県の１年経験者研修

として新設するとともに、ファーストキャリアステー

ジ研修全体の日数、研修内容を精選と充実の観点から

再構築する方向で検討を進めた。 

次に、総合教育センターにおける若手教員育成のた

めの支援の充実を図る取組みを検討した。一つは、教

職経験２年目の教員を支援するため、教育指導専門員

を学校へ派遣する「学校訪問支援」であり、もう一つ

は若手教員同士の仲間意識の醸成や学び支え合うネッ

トワークづくりを進めるための、指導主事をアドバイ

ザーとして活用した「若手教員チームサポート」であ

る。これらの取組みについては、平成 23年度に試行的

に実施することとした。 

また、その他の若手教員をサポートする様々な取組

みの具体的な検討項目については、総合教育センター

各課がそれぞれのノウハウを生かして試行または実施

に向けた具体的な検討を行うこととして、今後のスケ

ジュールを確認した。 

 

２ 平成 23年度の取組み 

平成 23 年度は、１で述べた 13 の具体的な検討事項

を、「基本研修（ファーストキャリア）の精選と充実」、

「若手教員をサポートする様々な取組みの整備」の二

つに大きく捉え直し、サポートプログラムの構築に向

けて実施時期を含めた検討をすることとした。 

具体的な項目を、総合教育センター各課の事業とし

て位置付けて推進していくものと、総合教育センター

の共通課題として検討するものとに整理をし、年間６

回の会議を通して、各課における事業推進の進捗状況

の確認と共通課題の検討を重ねてきた。（第３表） 

第３表 平成 23年度プロジェクト会議 

回 月日 主な内容 

１ ６月 29日 各課の取組状況報告 

２ ９月 ２日 ・ファーストキャリアステージの 

見直しについて 

・若手教員チームサポートについて 

・身に付けさせたい力について 
３ 10月 17日 

４ 11月 18日 若手教員育成に係るリーフレットの

発行について 

５ １月 12日 ・サポートプログラムの構築 

・基本研修（ファーストキャリアス 

テージ）の精選と充実 

・冊子の発行について 

６ ３月 13日 平成 23年度プロジェクトのまとめ 

(1) 「基本研修（ファーストキャリア）の精選と充実」 

基本研修（ファーストキャリアステージ）の見直し

については、平成 24年度からのファーストキャリアス

テージ研修体系の再構築を中心に、それを連動する形

で「学校訪問支援」と「若手教員チームサポート」の

試行に取り組んだ。 

初任者研修をはじめとするファーストキャリアステ
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ージ研修の日数の精選と内容の充実を図るとともに、

１年経験者研修を新設するにあたっては、校長会や市

町村教育委員会等の意見も踏まえ、神奈川県教職員人

材確保・育成推進協議会に提案し、了承を得た。これ

により総合教育センターにおいて若手教員を３年間で

組織的・計画的に育成する取組みが、平成 24年度から

スタートすることとなった。（１年経験者研修につい

ては平成 25 年度からの実施となる。）また、学校内に

おける取組みの充実を図るため、ファーストキャリア

ステージ研修の全てにおいて「研究授業」を勤務校で

実施する基本研修と位置付けることも盛り込んだ。さ

らに、初任者研修においては、初任者が他校を訪問し

授業等を参観する「他校訪問」を新たに実施すること

にした。 

教育指導専門員による学校訪問支援については、試

行として、県立高等学校 18 校 18 人を対象に、教育指

導専門員を派遣し、教職経験２年目の教員の授業の参

観と、授業後の協議を行った。また管理職からは該当

教員への支援内容、校内ＯＪＴ体制や授業改善の組織

作りについての相談を受けた。対象者の授業改善だけ

でなく管理職の人材育成に係る校内体制づくりにも役

立つなど、試行校からも良い評価を得た。 

グループ活動を積み重ね初任者同士の学び合いづく

りを目的とした「若手教員チームサポート」は、初任

者研修講座（授業力向上区分）の中で、受講者を教科

ごとに５名程度のグループでチームを組織し、指導主

事が一つ～三つのグループを担当し指導助言する形で

試行した。学び合いの内容の充実を図るとともに、よ

りよいチームサポートを目指して担当者会議を設定し、

試行における課題を整理した。 

(2) 「若手教員をサポートする様々な取組みの整備」 

若手教員の育成を推進していくためには、ＯＪＴや

ＯＦＦ－ＪＴの充実を図るとともに、若手教員自身が

自己のキャリア形成への意識を持ち、主体的に研鑽に

取り組むことが必要である。また、若手教員が明確な

目標を持ち、教員として高めたい力を意識して、自己

のキャリア形成を行うためには、目指すべき指標の明

確化が必要である。 

そこで、若手教員が自らキャリア開発を行う上で参

考となるよう、自己目標や研修計画の設定、研修記録

などの内容を盛り込んだリーフレット「教員のための

キャリアデザイン」を新たに作成し、平成 24年度の初

任者研修で活用することとした。この中で、「教職員

人材確保・育成基本計画」の「めざすべき教職員像」

を更に具体化し、各キャリアステージにおける「教員

として高めたい力」を整理した。（第４表、第５表） 

また、校内での人材育成への支援としては、県立学

校全校（全課程）と各地区の小・中学校の抽出校（教

育事務所を通して依頼）に対して、各学校における人

材育成（若手教員）の取組みに関するアンケート調査

を実施し、その調査の中から人材育成のため参考とな

る取組みや優れた実践事例について集約した。あわせ

て初任者（全校種）に対して研修実施日にアンケート

を実施し、校内における教育活動上の課題や解決策に

ついての回答を集約した。これらの内容をまとめ、「若

手教員育成リーフレット『学校で育てる』」を作成し

た。 

第４表 教員として高めたい力（ファーストキャリアステージ） 

 
 

第５表 教員として高めたい力（キャリアアップステージ） 

 
 

 これらのリーフレットは各学校に配付するとともに、

総合教育センターホームページに人材育成のページを

新設し、情報提供していく予定である。 

なお、学級経営がうまくいかない、仕事に自信がな

い、職場に行くのが辛いなどの悩みについて電話や来

所で相談を受け、若手教員をサポートする取組みとし

て、平成 24年度から「元気サポート相談」を新たに実

施することとしている。 

 

ファーストキャリアステージ 

出会う 

～情報収集～ 

学ぶ 

～何事にもチャレンジ～ 

深める 

～めざせスペシャリスト～ 

１～５年 ６～10年 

教員をめざす人が、 

教職と出会い、学校と出 

会い、教員の仕事に触れ 

ることで、教職に対する 

理解や認識をもつ 

教員となった人が、 

教員の仕事に向き合 

い、あるべき姿や、役 

割について学び、信頼 

される教員をめざす 

経験を積み重ねていく 

中で教員として自立 

し、教科指導や生徒指 

導における教師力を深 

める 

・教育に対する情熱 

・子どもに対する愛情 

・社会人としてのマナー 

・コミュニケーション力 

・教員としての責任感 

・ストレスへの適切な対応 

・コミュニケーション力向上 

・個性や得意分野の伸長 

・教育に対する新たな理論やスキ 

ルを学ぶ姿勢 

・教職に対する課題意識 

・教員の仕事についての理解 

・子どもを的確に理解する力 

・教育的ニーズの把握 

・さまざまな教育課題の理解 

・「報告･連絡･相談」による課題 

解決 

・信頼される学級経営力 

・チームによる課題解決 

・後輩からの相談を受ける役割 

・授業についての理解 

・授業づくりへのチャレンジ 

・授業づくりの基本の理解 

・教材の工夫 

・教材研究の充実 

・校内授業研究への積極的な参加 

・授業力の向上 

・学び合いのある授業の実践 

・校内授業研究での積極的な役割 

人
格
的
資
質
・
情
熱 

課
題
解
決
力 

授 

業 

力 

初任者研修講座 
１年経験者研修講座 
２年経験者研修講座 

 

５年経験者研修講座 

（採用６年目に実施） 

かながわティーチャーズカレッジ 

フレッシュティーチャーズキャンプ 

キャリアアップステージ 

動かす 

～文化を創る～ 

支える 

～学校全体を見る～ 

16～25年 26年～ 

グループ等の活動に積 

極的に参加しつつ、経 

験を後輩に伝え、後進 

へ配慮するなど、教員 

としての視野を広げる 

学校運営の中核的な役 

割を果たし、グループ 

の取りまとめや企画立 

案など、よりよい学校 

づくりの機動力となる 

マネジメントの視点に 

立って、学校づくりや 

教育活動をリードし、 

学校を支え、発展させ 

る 

・学年や教科、グループ等で 

 の自己の役割への意識 

・コミュニケーションスキル 

 の活用 

・中核的立場としての役割の自覚 

・総括教諭等としての使命感や実 

行力 

・学校づくりの活性化 

・学校づくりや学校運営に係る企 

 画運営 

・実践経験からの知識･技術の継 

 承 

・コーチングスキル 

・サブリーダーとしての的確 

 な判断や行動 

・チームによる課題解決 

・若手教員へのサポート 

・グループリーダー等としての的 

 確な状況判断 

・組織としての課題解決 

・地域との協働 

・若手教員の育成 

・総合的な判断力 

・カウンセリングマインド 

・若手教員の育成 

・学校としての課題解決 

・学習ニーズに応じた授業づくり 

・校内授業研究の企画・推進 

・特色ある教育活動の取組み 

・模範となる授業づくり 

・校内授業研究での指導的な役割 

・特色ある教育活動の取組み 

・「授業を究める」取組みの実践 

・校内授業研究での総括的な役割 

・特色ある教育活動の取組み 

人
格
的
資
質
・
情
熱 

課
題
解
決
力 

授 

業 

力 

15年経験者研修講座 

（採用 16年目に実施） 
 

25年経験者研修講座 

（採用 26年目に実施） 

10年経験者研修講座 

（採用 11年目に実施） 

 

広げる 

～オリジナリティの追究～ 

11～15年 
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３ 平成 24年度に向けて 

県教育委員会は、３月５日付け教育長通知「『めざ

すべき教職員像』の実現に向けた人材育成（通知）」

を発出した。この通知では、教員の人材育成にあたっ

ては、総合教育センター等が実施する校外研修と各学

校が日々の教育活動を通して行うＯＪＴの一層の充実

が、いわば車の両輪となり、一体となって行われるこ

とが肝要である、と述べている。これは、神奈川県に

おける若手人材の育成に全力で取り組もうというメッ

セージである。 

この教育長通知を踏まえ、総合教育センターとして

は、「校内における人材育成」と「主体的な研修の推

進」という二つの視点から、「人的支援（指導主事等

の派遣）」、「研修の充実」、「資料の提供」それぞ

れの項目について具体的に取り組んでいく予定である。

（第６表） 

第６表 二つの視点と三つの取組み 

 視点１ 

校内における人材育成 

視点２ 

主体的な研修の推進 

取組み１ 

人的支援 

（指導主事

等の派遣） 

・カリキュラム・コンサル

タントの充実 

・学校訪問支援の充実 

・チームサポートの充実 

・メンタルヘルスケアの充

実 

（「元気サポート相談」） 

取組み２ 

研修の充実 

 

・「校内研究授業」の必修化 

（ファーストキャリアステ

ージ研修） 

・メンター的役割を意識し

た研修 

（５年経験者研修） 

・基本研修の充実 

・プチ講座、カリセン学び

の広場の実施（24年度か

らは「まなビタミン」） 

・実践相談会（特別支援学

校）の実施 

・初任研と５年研の合同開

催（特別支援学校授業力

向上講座） 

・関係機関との連携による

講座の開催 

取組み３ 

資料の提供 

・若手教員育成リーフレッ

ト「学校で育てる」発行・

活用 

・校内研究授業の充実に向

けたリーフレットの作

成・配付 

（研究成果等の情報提供） 

・「教員のためのキャリア

デザイン」発行・活用 

・「授業づくりガイド」発

行・活用 

（研究成果等の情報提供） 

また、ファーストキャリアステージ研修の充実とと

もに、若手を育成する立場にある中核的な教員の育成

から、キャリアアップステージ研修の充実についても

検討を進めていくこととしている。 

(1) 校内における人材育成の視点 

先に述べた「若手教員育成リーフレット『学校で育

てる』」を活用し、学校での人材育成の充実を図りた

い。そのためには、校内で中核的な教員の果たす役割

が大きいと考える。また、学校訪問支援においては、

対象となる学校数（県立学校）を増やし、試行を継続

するとともに、教育指導専門員の訪問に加えて、指導

主事の派遣や高校教育指導課で実施している教育課程

調査との連携により更なる充実を図っていく。 

(2) 主体的な研修の推進 

基本研修の講座内容の充実とともに、先に述べた「教

員のためのキャリアデザイン」を研修講座において有

効に活用することで、若手教員の自己を高め学び続け

ようとする意欲や、チームとして課題解決に向けて高

め合うという意識を育成していく必要がある。講座内

容の検討においては「授業改善プロジェクト」や、平

成 24年度から立ち上げることとなっている「生徒指導

プロジェクト」との関連性を十分図っていくことが重

要である。さらに「自己の研修計画や履歴等を把握で

きるツールの開発」や「職場内外で主体的に取り組む

研修の位置付けの明確化」については、若手教員が主

体的に研修することを推進するために今後も継続して

検討する必要がある。若手教員チームサポートについ

ても、その趣旨を担当者、受講者が共通理解をした上

で充実していく。 

 

おわりに 

 

若手教員育成を充実させるためには、中核教員の人

材育成も含め、学校として組織的・計画的に取り組む

必要がある。平成 24年度から、各学校においては人材

育成の充実に向けて新たな取組みが検討され、組織

的・計画的な人材育成が行われることが期待される。

あわせて総合教育センターの支援に対する期待も大き

いと考える。 

そのために、総合教育センター各課が横断的に情報

交換と検討を重ね、一丸となって人材育成にあたる必

要がある。そして、様々な関係機関と連携し、若手教

員と学校を支援する取組みを充実させていきたい。 

［総合教育センター若手教員育成のための検討プロジ

ェクトチーム］ 

企画広報課長            森 加津子 

同課主幹（兼）指導主事       鈴木 美喜 

同課副主幹（兼）指導主事      田中 宏史 

教職キャリア課主幹（兼）指導主事  森本 雄二 

教育人材育成課長          白倉  哲 

同課主幹（兼）指導主事       末藤 晃英 

教育課題研究課主幹（兼）指導主事  猪飼 誉之 

教育相談課主幹（兼）指導主事    大塚 潤子 

特別支援教育推進課長        井出 和夫 
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